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小宮 幹事 松石 会長

今日の例会　 Today’s Regular Meetings  
１０月２３日（木）１９:００～２０:１５
第１６５５例会 
例会場：浦和コミセン　第１３集会室 
テーマ：オープン例会外部卓話 
　　　　「株式市場の現状と東証の取組み」 
卓話者：東京証券取引所  代表取締役社長 岩永 守 様 
食　事：弁当　　　 
 
 
 
 
 
　　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

次回の例会 　Next Regular Meetings  

１０月３０日（木）１９:００～２０:００
第１６５６例会 
例会場：浦和コミセン　第６集会室 
テーマ：クラブ研修会 
　　　　「これまでに実施した国際奉仕事業」  

卓話者：過去の国際奉仕委員長  

食　事：弁当 

会長挨拶     松石　滋樹 
　皆さま、こんばんは。本日も例
会参加ありがとうございます。ま
た本日はバリ  タマンロータリーク
ラブから、アユン様にもゲストと
してお越しいただいております。
グローバル補助金事業の際は、タ
マンクラブに大変ご尽力いただき
ました。改めて御礼申し上げます。
　さて本日は年末恒例のクリスマス例会のご案内を申し上
げます。今年の浦和中ロータリークラブのクリスマス例会
は、12月14日（土）に開催いたします。  ご家族やご友人と
共に、1年の感謝を分かち合う、心あたたまる集いにした
いと思っております。どうぞ皆さま、奮ってご参加ください。
　さて、この12月14日という日付に、歴史好きの方はピン
と来られるかもしれません。  そう、忠臣蔵——赤穂浪士の
討ち入りが行われた日です。  実は私自身、忠臣蔵が大好
きでして、今日は少しだけそのお話をさせていただきたい
と思います。
　忠臣蔵の物語は、江戸時代の元禄 15年（1702年）12月
14日、雪の夜に起こった出来事です。  主君・浅野内匠頭
（あさのたくみのかみ）が、江戸城松の廊下で吉良上野介
（きらこうずけのすけ）に刃傷に及んだ事件をきっかけに、
浅野家は取り潰し。  残された家臣たちは、主君の無念を
晴らすべく、約 1年半の歳月をかけて密かに準備を進め、
ついに吉良邸へ討ち入りを果たしました。  世の中では「忠
義の士」として称賛され、庶民の間で語り継がれてきまし
た。この物語が今なお人々の心に響くのは、単なる復讐劇
ではなく、正義と誠実さの物語だからだと思います。
　さて、ここで少し話を我がクラブに戻します。  忠臣蔵とい
えば、主君・浅野内匠頭を慕って集まった家臣たちの物語
ですが—— 浦和中ロータリークラブにも、日頃から温か
く、頼もしい仲間が揃っています。  そして何より、このクラ
ブの皆さんから「愛される会長」がいる ……という点も、実
は浅野内匠頭と共通しているのではないでしょうか（笑）も
ちろん、浅野内匠頭のように刃傷沙汰を起こす予定はご
ざいませんし、  たとえ何か失言しても、吉良上野介のよう
に、仇討ちはどうかご遠慮ください。 12月14日は「討ち入
り」ではなく「懇親会」で、皆さんと楽しく杯を交わしたいと
思います（笑）

浦和中ロータリークラブ  

　忠臣蔵は史実に基づく仇討ちのみならず、歌舞伎や人
形浄瑠璃ではスピンオフされた話が創作されています。
例えば「剣豪 堀部安兵衛の仇討ち」「両国橋の別れで読
まれた大高源吾の俳句」「南部坂雪の別れ」など涙なくは
語りきれないな話がございますが、、、本日は残念ながら
お時間がございません。クリスマス例会までに、何度か
会長挨拶で忠臣蔵の解説をさせていただきたいと思って
おりますので、楽しみにお待ちください。
　今年の12月14日、忠臣蔵とクリスマスの二つの物語を
重ねながら、 一年を締めくくるにふさわしい、心温まる夜
を皆さんと過ごせればと思います。どうぞ皆さま、12月14
日のクリスマス例会をお楽しみに！

【カー君質問コーナー】
「ベトナム学生生活と奨学金について」

・ベトナムの大学生はアルバイトを

　しているが、学費や生活費を賄う

　のは難しい

・日本とベトナムの物価は異なり、

　ベトナムでは労働に対する報酬が

　低い

・若者は仕事を頑張っても住宅を

　買えない現状がある

【青少年交換留学生　ヤコブ君お小遣い】
「ホストファミリー生活費提供

・近況報告「大阪万博　混んでた・・・」



出席報告： 石井佳代出席委員長

①会員総数  
2025-26年度 

②本日の出席  
会場+リモート

③メークアップ  
カード枚数

④出席数 
（②+③）

⑤免除会員数  
2025-26年度 

⑥免除会員者  
当日欠席数 

⑦実行数 
（①-⑥） 

⑧出席率 
（④÷⑦）

32  25  1  26  　　　3 1  31 83.87％

【編集後記】久しぶりの週報作成です。改めて浦和中RCのホスピタリティの素晴らしさを感じた例会でした。特にバリタマンRＣスン
ダリさんは終始笑顔で楽しんでおられました。言葉は分からなくても歓迎の雰囲気や気遣い・おもてなしは伝わるものだと強く感じ
ました。また卓話者の小川委員長も浦和中ＲＣを気に入ってくださり、次回のオープン例会にも参加してくれるそうですｗ　これから
も「出席率と熱量とおもてなし№１クラブ」として頑張りましょう（よ）

例会日：毎週木曜日　19:00～20:00
例会場：伊勢丹浦和７Ｆ　クローバールーム
事務局：さいたま市浦和区高砂2-8-4　市川ビル３階
TEL:070-9097-5489
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://urawa-naka-rc.org
Email　urawanakaRC@outlook.jp

会　長 ：松石　滋樹 会長エレクト：栗原　隆之　　
幹　事 ：小宮　泰二　　   クラブ管理運営：栗原　隆之　
Ｒ財団： 小宮　泰二 米山記念：小嶋　敏夫　
奉仕ＰＪ：横田　松博 会員増強：尾崎　康
親　睦：辻村　浩司 ロータリー情報：野本　怜子　　
出　席：石井　佳代 公共イメージ向上：足立　和徳
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本日の卓話　小川　和義（米山記念奨学部門委員長／鴻巣イブニングRC）
【米山記念奨学会について座談会】小山委員長・小嶋会員・足立会員・カー君
　※小川米山記念奨学委員長から
「米山記念奨学事業に関する説明と寄付のお願い」
・米山豆辞典がテーブルにあることが素晴らしい
・米山記念奨学事業の概要について説明する
・特別寄付者割合を上げることが目標
・寄付は100円でも可能で、クラブが 100%になるとポイント加算
・奨学生の受け入れに寄付が役立つ
・過去に学費が払えず退学した生徒がいた
　相談できる環境があれば状況が変わったかもしれない
　米山記念奨学生へのフォローを宜しくお願いします
「奨学生カウンセリング制度について意見交換」
・奨学金を受けているため、研究に専念できることに感謝している
・過去の経験から、カウンセリング制度の重要性を感じている
・ヌリジャマリさんの時、ウイグル暴動の経験について語る
・カー君が卒業後もクラブに遊びに来ることを期待している
・カー君卒業後の進路についての意見を述べる。

バリタマンＲＣアユン・スンダリさん囲む会 幹事報告　小宮泰二

配布物・行事
①週報・ニコニコ 1653
②2025-26
　ﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学事業豆辞典
③2025年規定審議会クラブに影響を与える
　主な採択制定案
④PPS参加申込書
10/14（火）第2回IM実行委員会　市川会員
10/16（木）定款休会※要注意
10/21（火）サイバーセキュリティセミナー

自称３８歳


